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最薪のデーータ伝送技術の動向（その2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渋井　二三男

1．データ交換技術

1．1デジタル交換網

　コンピュータネットワークにおけるコンピュータ間通信では，どこのコンピュータとも高速で，

しかも高品質のデータ伝送ができる必要がある。また，画像データの伝送では，データ量が，非

常に多いため，高速伝送が必要となる。このような要求を満たすために開発されたのが新データ

網である。新データ網はデジタルデータ交換綱（Digital　Data　Exchange：DDX）などとよばれる（図

L　1）o

　DDX網は“1”または“0”の2進信号を直接伝送することができ，パルスの立上りと立下り

を急峻にすれば，パルス幅を狭くすることができ，単位時間に多くのパルスを送ることができる

のでそれだけ高速伝送ができる。また，パルスはノイズにも強いので，高品質な伝送が可能とな

る。DDX網には次の2つのサービスの形態がある。

　　①回線交換サービス

　　②パケット交換サービス
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　①の回繰交換サービスは，必要なときに交換機を通して回線をつないで伝送する方式で，加入

している相手とは自由に通信ができる。このとき使用する交換機は，パルスそのものを交換する

ので，デジタル交換機（Digita1　Private　Branch　of　Exchange：DPBX）とよばれているものである。

　回線交換サービスは，回線を1度つなげると占有して使用することができるので，大量のデー

タを連続して伝送するときに適している。

　伝送速度は，
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　　・低中速（200，300，1，200，2，400，4，800，9，600bit／s）

　　・高速（48，000bit／s＝48kbit／s）

に分かれ，同期方式は，同期式，通信方式は全二重である。

　このサービスは，速度の異なる端末どうしの接続はできない。料金は接続時間による従量制で

計算される。ただし，時間に対する単価は回線速度と距離により異なる。

　②のパケット交換サービスは，情報をパケット（小包〉にして伝送する方式である。図1．2はパ

ケット交換サービスのイメージ図で，伝送する情報を，ある大きさ（長さ）の単位に分割して伝
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表1．1DDX網サービス

項　　目 回線交換サービス パケット交換サービス

通信糊手 ・回線交換、網に接続されている任意の相手 ・同左に加えて，相手固定接続機能（PVC）

・ダイヤルをすることにより，だれとでも通信で の利用も可能

きるが，通信の保護のための機能を有する ・同左

通信料 ・従量制料金（使用時間見合い） ・従：量制料金（伝送情報量：見合い）

・データ：量があまり多くなく，國線の僅用時間の ・同左

少ない区間に有利

回転速度 ・～200，　～300，　～1，200，　2，400，　4，800，　9，600， ・200，　300，　1，200，　2，400，　4，800，　9，600，

48kbiセ／s 48kbk／s

接続動作 ・ダイヤルをする ・同左

・接続時間は1秒程度である ・パケット形態端末の場合は発呼パケットに

・高速のキャラクタダイヤルが使える よる

・Xシリーズインタフェースによれば網制御装置 ・相手固定接続の場合は接続動作不要である

（NCU）が不要である

・常に固定された相手と通信するときは，発呼ボ

タンのみで呼出しができる（NCU）

回線構成 ・常に交換機を経由して接続される ・1司左

・4線式回線が利用できる

・デジタル伝送路を用いているので，接続ごとの

ルートが異なっても，品質は保証される
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送する。この単位を小包として伝送するのである。パケット交換では256バイトずつに分割し，

それぞれ宛先や順序に関する情報の入ったヘッダをつけて1つのパケットにする。パケット交換

についての詳細は後述する。サービスの特徽をまとめたのが表1．1である。

L2　ファクシミリ網

　ファクシミリ通信網サービスは，昭和56年9月に東京一大阪闘で始められたファクシミリ専用

の通信網が最初で，従来の電話網に比べて，伝送速度も速く，料金も格安のため広く利用される

ようになった。一方，近距離では，電話網の加入者交換機の網制御機能によって通信が行われて

いる。したがって，ファクシミリ通信に用いられる端末機器は網制御機能が必要で，端末のもつ

各エレメントの値が技術基準を満足していなければならない（図1．3）。

　ファクシミリ通信網からファクシミリ端末を呼び出す場合は，電話機のベル回路を駆動しない

ので，加入者交換機からの呼出信号である16Hzは使用せず，1，300Hzを用いている。

　ファクシミリ信号は，臼か黒かの信号を扱うが，文書や図面などの情報を標本化および量子化

することによって2値のデジタル信号に置き換えることができる。その場合，同期式多位相変調

（PSK）または直交振幅変調（QAM）が用いられる。

　ファクシミリの伝送能力は低速機（6分機），中速機（3分機），高速横（1分横）があるが，

CCITTではこれに関して次の勧告をした。

　　・低速用　　G1規格（1972年）

　　・中速用　　G2規格（！976年）

　　・高速用　　G3規格（！980年）

　G1（6分機）電話回線に送出する信号の帯域を圧縮する手段をもたないので，　A　4判ほどの

　　　　　　　　原稿の伝送に要する時間は6分である。

　G2（3分機）符号化または残留側帯波変調などの帯域圧縮技術を使用し，A4判の原稿の伝

　　　　　　　　送に要する時間は3分である。

　G3（1分機）ファクシミリ信号の冗長制を抑圧することでA4判の原稿を約1分で伝送する。

　　　　　　　　変調方式としては帯域圧縮技術を使用してもよい。

　G4　　　　　冗長制抑圧符号化機能をもち，エラーフリー通信が可能なデジタルファクシミ

　　　　　　　　リであり，主としてデータ通信網で用いる。

　1981年9月から販売されたNTTのミニファックスは伝送可能原稿がA5判と小さく，！枚伝送

するのに90秒ほどかかり，しかも標準モードではG2，G3機の交信ができないというもので

あったが，販売実績がある。
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　lSDN（IRtegrated　Service　Digital　NetWork）は，従来のデータ通信網の欠点を解消すべく，こ

れから生まれようとする総合サービスデジタル通信網である（図壌．4）。

　従来，データ通信網は電話交換網をベースに発達してきたが，情報処理の分野の飛躍的な増大

に伴い，通信網の機能不足による多くの問題点が指摘されるようになった。

　データ通信，ファクシミリ，音声通信，画像通信などの各種のサービスをデジタル通信網に総

合して，加入者線を共通にして利用することが基本になる。通信路としては光ファイバを使用す

ることが主流になるといわれているが，各国とも全国レベルで通信網を再構築することになるの

で，完成までにはかなりの長期にわたることが予想される。したがって，次世代の通信システム
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として注目される。フランスのテレマーク，日本のINSなどがその例である。

　ここで，日本のINSの基本的なものを紹介しておこう。

　まず，従来の通信に対する不満として，次のようなものがある。

（1）異なるメーカのコンピュータとも通信がしたい。

　（2）コンピュータとファクシミリ，コンピュータと電話などの間でも情報のやりとりをしたい。

　（3）通信網の種類を気にせず通信がしたい。

　（4）電話の声や文字だけでなく，テレビのような映像による通信がしたい。

　（5）近距離でも東京一九州問でも，同じ程度の料金で通信したい。

などの要求から，次のようなことができるINSが生まれた。

（！）電話網，電報網，ファクシミリ網，加入電信網（テレックス網），DDX網などのばらばら

　　　に存在する通信網を一本化する。

（2）大量のデータを高速で送れる光ファイバを通信網に使用する。

（3）通信として，アナログ，デジタル方式の混在からデジタル方式に統一する。

　（4）通信網の一本化，デジタル化，光ファイバ化の導入などによって遠近格差の少ない料金体

　　　系を設定する。

2。回線交換方式の原理

　回線交換方式には，デジタル信号でのデータ通信であるので，①通信速度が速い，②伝送品質

が高い，④経済的にシステムを構成できる，④接続時間が短いなどの特徴がある。

2．1通　信　速　度

　電話網では，1回線当りのデータ通信速度はモデムを使用するので9600bit／s程度が限度であっ

た。これに対して，回線交換方式では，1回線当り64kbit／sのデジタル信号となっているので，原

則的にはこれらのデジタル信号をすべてデータ信号として使うことができる。電話網の6倍以上

の速度での通信が可能になるのである。

2。2伝送品質

電話網では，DTEからのデータをモデムでアナログ信号（音声信号）に変換して通信を行って

いるが，回線交換方式ではモデムを介さず，デジタル信号のまま通信を行うので，雑音やひずみ
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に強く

る。

アナログ方式によるものに比べてビット誤り率は，1桁ほど改善され，品質も安定してい

2．3経済的なシステム構成

　モデムは高速になればなるほど，急激に価格が高くなる。回線交換方式では，直接デジタル信

号でデータ通信を行うため，モデムを必要としない。したがって，高速になればなるほど経済的

にシステムを構成することができる。

2．4　接続時間の短縮

　電話網では，接続先を選択する選択信号にダイヤルパルスあるいはプシュボタンによるPB信

号で送られていた。1つの数字を送るのに10pps（pps皿Pulse　per　seco磁）のダイヤルパルスの

場合，数字“1”では約100ms，数字“9”ではその9倍の900msもかかってしまう。PB信号の

場合でも数字1桁当り約80msを必要とする。これに対し回線交換網では，ダイヤルパルスに代

わってキャラクタ符号によるキャラクタダイヤルが採用されており，端末装置のデータ通信速度

と同じ速度で選択信号を送出することができる。たとえば，300bit／sの低速端末であっても，1数

字約30msで送出することができるのである。また，交換機問は48kbit／sで信号の送受を行ってい

るので，通常の接続時間はおよそ1秒である。

3．方　式　概　要

3．1デジタル交換機の原理

　デジタル交換機は，時分割技術を用いて交換しているところがら，TD（Time　Division）交換機，

時分割交換機ともいわれている。図3．1にデジタル交換機の原理図を示す。図において，入デー

タ線（1，1）の信号が，出データ線（2，？z）にいく場合で説明すると，入データ線（1，1）の信

号は，多重化回路（1）によって，ほかの入データ線（！，2）～（！，n）の信号とともに多重化

され，入ハイウェイ（1）に出力される。入ハイウェイ（1）に多重化された入データ線（！，1）

の信号は，スイッチ回路によって交換され，出ハイウェイ（2）に出力される。分離回路（2）

では，入データ線（！，1）の宿号を出データ線（2，n）へ出力するように，多重化された信号を

分離していく。このようにして，入データ線（1，1）に入ってきた信号は，交換されて出データ

線（2，7z）に出ていくのである。
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図3．1　デジタル交換機の原理

　図3．2は，多重化（分離）について説明した図である。図3．1において，第1のデータ信号は

“0，1，0，1，！…”のデータ，第2のデータ信号は，“1，0，0，！，0…”のデータ，第3のデー

タは，“1，1，0，0，1…”のデータ，第4のデータ信号は，“！，0，1，LO…”のデータとそれ

ぞれ伝送している状態を示している。これらのデータ信号を多重化回路で，第！のデータ信号か

ら順に多重化していくのである。7F72＝T3皿丁、、　・Tr、＝＝Tであり，この時間内に！ビット

分のデータ信号の多重化が必要である。図では，4多重の例を示しているので，多重化された後の

1ビット当りのパルス幅は入力時のパルス幅の1／4になっている。

　多重化河路の出力信号は，Tの時閲に，第1のデータ信号から第4のデータ信号まで順に並べ
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られている。T，の時間では，第1のデータ信号は“0”，第2のデーータ信号は“1”，第3のデーー

タ信号は“1”，第4のデータ信号は“1”であるので，出力のデータも，“o，1，1，1”という

ように並んでいる。T2，　T：s，　Z，　T5のおのおのの時闘においても同様である。

　多重化されたデータ信号の通り道を母線（Highway）とよぶ。また母線上の多重化された個々

の通り道をチャネル（Channel）とよぶ。

　分離は，多重化の逆で，母線上の多重化されて送られてきたデータを，個々のデータに分離再

生することである。

　次にスイッチ回路について説明する。スイッチ回路は，空間スイッチと時間スイッチがある。

図3．3に空間スイッチ，図3．4に時問スイッチの原理を示す。

　図3．3でいま入ハイウェイ2のCH　3の信号を出ハイウェイ5に出力する場合を例にとり説明す

る。図においてGはゲート（Gate），Tはi・リガ（Trigger）を示す図の左下にゲート部分の基本
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的な回路を示す。入ハイウェイ2の信号を出ハイウェイ5に出してやるためには，その交点にあ

るゲートG52を開けばよいわけであるが，　CH　3のデータだけを通すためには，トリガG52にCH

3信号に同期したトリガパルスを加えればよいことになる。この時勢，出ハイウェイ5に接続さ

れているほかのゲー1・（G：，，，Gr，：g，　Gc］i）は閉じておかないと，データが誤ってしまう。このこと

出力したい信号の時間位置（チャネル）は，入力信号のそれに左右されてしまうということがわ

かりチャネルのブロックが発生してしまうことがわかる。

　このブロックを少なくするため，チャネルの変換（タイムスロットの変換）を行う機能をもっ

たのが，図3．4に示す時問スイッチである。

　時下スイッチは，メモリ回路そのものであり，入ハイウェイのデータを…塒メモリ上に収容し，

必要なときに出ハイウェイの必要なチャネルメモリの内容を読み出すことでチャネルの変換（タ

イムスロットの変換，入れ換え）を行うものである。空間スイッチでは入と出の時間差はゲート

回路の丁丁遅廷時間程度であるが，時間スイッチの場合メモリに書き込んだデータを再び読み出

すという作業が必要であることから，最大ハイウェイの1周期分（図3．2のrに相当）の遅れが発

生する。

　図3．4において，ti，孟，，オ3，　e．i，は，入，出おのおののハイウェイのタイムスロッ1・を表し，CH

！～CH　4は，データを示す。いま，図では，入ハイウェイのタイムスロッi・　t　iにはCH！のデー

タが，タイムスロッi・tzにはCH　2のデータ，診3にはCH　3のデータ，t｛にはCH　4のデータが

きていて，順次メモリに記憶されていく。出ハイウェイのタイムスロットtlにはCH　3のデータ，

62にはCH　1のデータ，t3にはCH　4のデータ，畠にはCH　2のデータとなるように制御回路に

よってメモリを読み出すことにより，各タイムスロットにおけるデータの内容を入れ換えること

が可態になる。この時間スイッチを，タイムスロッi・の入れ換えを行うことから，TSI（Time　Slot

Interchanger）ともいう。この時間スイッチだけでもデータの交換は可能で，この場合をT1段時

分割交換方式ともいう。T1段だと，多重度に限界があるため，比較的容量の少ない（端子数の

少ない）交換機に用いられる方式である。

　端子数を大きくとるためには，時間スイッチをいくつか置き，そのハイウェイ問を空間スイッ

チで切り換える方法がとられる。図3．5にその方法を示す。入ハイウェイ側空間スイッチで，時

間スイッチを選び，選ばれた時間スイッチで必要とするタイムスロットへ変換し，出ハイウェイ

側の空聞スイッチで出力すべきハイウェイを選択するのである。この方式だと，端子数は時間ス

イッチの数だけ増やすことができるので，大容量の交換機に用いられる方式である。空間スイッ

チ（s），時間スイッチ（T），空間スイッチ（B）の組合わせであるので，STS方式ともよばれる。

　STS方式は，　Tスイッチに用いられるメモリが比較的高かったときに用いられた方法であるが，

メモリーC（LSI）の低価格化に伴い図2．　8に示す。　TST方式が一般的になっている。
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入ハイウエイ 出ハイウエ

空　　間

Xイッチ

空　　間

Xイッチ
i

時間スイッチ

@i
時間スイッチ

　　　　　　空間スイッチ：Space　Switch　・Sスイッチ

　　　　　　時間スイッチ：Time　Switch　・＝　Tスイッチ

図3．5　スイッチ1亘1路（3）空聞スイッチと時間スイッチの組合せ（STS）

入ハイウエイ
時間スイッチ

時間スイッチ

空　　間

スイッチ

時間スイッチ
出ハイウエイ

時間スイッチ

図3．6　スイッチ回路（4）空間スイッチと時問スイッチの組合せ（TST）

3．2　網　の　同　期

　回線交換網では，交換機内および交換一間の伝送路を通るデータは時分割多重化されている。

空間スイッチ，時間スイッチおよび多重化（分離）回路では，いっせいにゲートあるいはスイッ

チを開いたり，閉じたりしないとデータが目的とする場所に届かなかったり，余計なところにま

で届いてしまったり，あるいはデータの内容が誤まって伝えられたりしてしまう。このようなこ

とがないように，網全体で基準となる信号を決め，この基準信号で網全体のデータの送受信を行

うことを，“網の同期をとる”という。基準信号をクロック信号（Clock　Signal）ともいう。

　わが国における回線交換網では，その網の最上位局に，周波数安定度の高い発振器を設置し，

ほかの局に対してクロック信号を分配し，網全体の同期をとる従属同期方式を採用している。ち

なみにこのクロック信号の周波数は，1．544MHzである。
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3。　3　回線交換網における各種サービス

　回線交換サービスでは，端末からの接続要求信号によって全二重の伝送路を端末間で設定し，

端末間のデータ伝送ができるようにするサービスである。付加サービスとしては，次にあげるも

のがある。

（1）閉域接続サービス

　・ペア形　　通信しようとする一対の端末以外の端末との通信を規制する。

　・グループ形　　通信しようとする複数端末で構成されたグループ以外との通信を規制する。

　いずれの場合も，あらかじめ決めておいた端末あるいは端末グループ以外との接続を規制する

ので，公衆回線を専用線的な使い方ができる。

（2）ダイレクトコールサービス

　起呼操作をするだけであらかじめ設定しておいた相手との接続がされる。電話サービスでいえ

ば，ホットラインサービス（受話機をあげただけで，あらかじめ設定しておいた相手に接続され

るサービス）に似ている。

（3）相手通知サービス

　接続したときに，発側，着側それぞれの端末に，相手の番号を知らせるサービス。データ通信

を始める前に通信相手を確認することができる。

（4）短縮ダイヤルサービス

　通信相手の番号をあらかじめ2桁の数字に登録しておき，発信のとき，この数字を送ることに

よって，相手と接続される。接続時問を短くすることが可能になる。

（5）発／着信専用

　発信専用あるいは着信専用端末として設定することができる。

（6）通信料一括課金サービス

　通信料金の着信側払いサービス。着信側が契約していると着信した通信はすべて着信側に課金

される。この端末が発信したときもこの端末に課金される。

（7）代表扱いサービス

　電話の代表番号サービスと同じ。代表番号をもった回線を使用中でも，この番号に着信がある

と自動的に代表グループを組んでいるほかの回線に着信するサービス。

　回線交換網の通信料金は，回線の使用時間（回線保留時間）と通信距離に見合った料金となっ

ている（パケット交換網は，通信した情報量と距離に比例した料金となっている）。

（8）端末の通信速度（品目）

　回線交換サービスでは，表3．1に示す7種類の通信速度のサービスを行っている（通信速度のこ

とを契約上，品目とよんでいる）。
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表3．1　回線交換サービス通信速度（品目）

通信速度（品目）

@（bit／s）

内　　　　容 同期方式 キャラクタダイヤル速度

@　　（biセ／s）

200 200blt／s以下の符号伝送の可能なもの 調歩式 2GO

300 300blt／s以下の符号伝送の可能なもの 調歩式 300

1，200 1，200blt／s以下の符号伝送の可能なもの 調歩式 L200

2，400 2，400blt／sの符号伝送の可能なもの 同期式 2，400

4，800 4，800bl》sの符号伝送の可能なもの 同期式 4β00

9，600 9，600bi▽sの符号伝送の可能なもの 同期式 9，600

48，000 48，000bit／sの符号伝送の可能なもの 周期式 48，000

3。4課金方式

　回線交換サービスにおける通信料金は，通信時間と距離によるK課金方式（距離別時間差法）

で算出される（下式参照）。

　　　　　通信時間
　　　　　　　　　＝；登算度数
　　　　　単位時間

　　　　　単位料金×登算度数＝通信料金

　課金の対象となる時間は，通常の電話における課金と同様に，接続完了（通信可能信号送出時）

から，復旧要求信号検出（切断要求信号検出）までの，回線保留時間である。障害，規制，話申

などの接続が完了しない場合については，課金されない。

　また，通信を目的としない接続，たとえば短縮ダイヤル登録，閉域接続の登録および解除，発

着信接続試験などについても課金はされない。

3．　5番号計画

　回線交換サービスの加入者番号の割付けは，日本全国どこからでも同じ番号で接続できる7桁

の番号で行っている（この番号計画を“閉番号方式”あるいは“閉鎖番号方式”と呼んでいる）。

特殊番号（特番）は“1”十2桁の数字で計画されているため，一般の加入者番号は“2”で始

まる7桁の数字である（表3．2参照）。
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表3．2　回線交換サービス番号計画

種　　　　類 番　号　形　式 備　　　　　考

完　結　形 lXY
特殊番号 lXY

番号付加形 1XY＋付加番号 短縮ダイヤル登録，閉域接続登録など

一　般　加　入　番　号
ABCDEFG
iA二2～9）

表3．3　各種接続におけるダイヤルフォーマット

項　　冒 種別 選　　択　　操　　作　　手　　順

ABCDEFG　十一般接続 接続
加入者番号

遇」／　　　　　　　　　ABCDE：FG 一十

登録

特番　／七手灘号　　　　　　指示番号（登録）

加入者番号

ペア型

接続 ・幽＋
@相手指定番号

閉域接続

解除

詣／／斗痛鱗号　　　　　　指示番号（解除）

ABCDE：FG　一十
登録

構／＋｛旨旙号（登録）加入繍

グループ形

ABCDE：FG　十接続
加入者番号

閉域接続
越」／　　　／　ABCDEFG　一十

解除 騒七旨藩㈱加入者翻

遡］／L△△一」／　ABCDEFG　一十
登録

特番　　短縮番号　　　　加入者番号
短縮ダイヤル

接続 ・L坐」÷
@短縮番号

扱者特番

ｭ　着　信

　、

氏@験
111一十

扱者特番

投uコマンド投入
114一十

　＊開番号方式（開放番号方式）

　日本の電話網では，市内通話は閉番号方式で，全国自動即時通話は開番号方式というよう

に2つの方式がとられている。日本で市外通話をするとき，はじめに，“0”をダイヤルする
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　　のは，自分が加入している市内網から市外網へと接続を切り換えるために必要であり，閉番

　　号地区から地区外へ開放するためである。

　表3．3に各種接続におけるダイヤルフォーマットを示す。

　電話網では，単位料金区域（MA）は市外局番で行っているが，回線交換サービスでは，　A～

Dまでの4数字以内で行っている。またMAは，電話網と同じになっている。

3．　6信号方式

　端末から交換機に接続要求信号を出して希望する相手と通信するためには，端末・交換機間で

さまざまな制御信号の授受が必要となる。図3．7に，各装置問における信号方式の概略を，表3．4

～表3．6に，各装置問の信号の種類を示す。

DTE　　　　DSU
データ端末宅内回線終端装置 LC　CS　CS集線装置　　回線交換装置回線交換装置

加入者線

信号方式

図3．7

　　　LC　一　CS間　　局間信号方式

　　　信号方式

　（注）CSは時分割通話路装置（TSWE）
　　　　として説明している文献もあり。

装置問の信号方式

1

表3．4　各装置間の信号（1）加入者線信号

信　ンナ　名　称 機　　　　　能　　　　　概　　　　　要 信号の向き

発呼で、粥・（発呼要求） 発呼を要求する信号。接続するための一番はじめの信号 端末一・LC

切断信り一（復i日要求） 切断を要求する信号 端末→LC

応答信号（着呼受付） 着信に対して，応答する信号 端末→LC

選　　択　　信 号 接続柑手を指定するための信号（ダイヤル信号） 端末→LC

選択信写送出目丁信｝ナ 電話のダイヤルトーンに相当する信号 LGウ端末

lD　　信 写 接続時に相手端未番号を伝える信号 LC一榑端末

コールプ・グレス信号
相手端末へ｝｝三しく接続できない場合，相手端末や交換局の状態を伝える

M号（電話の話中音などに相当）
LC一→端末

接続完r信乃・
‘」

相手端末との接続が終rして，通信に入ってもよいことを知らせる信号 LC→端末

復旧確認信 号 通信回線が切断されたことを示す信号。一連の信号の中で，一番最後の信号
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LC－CS問イ言う｝

信　号　名　称 機　　　　　能　　　　　概　　　　　要 信号の向き

加入者走査情報
LCが加入者線側をスキ畢ン（走査）した結果の端末側の発呼，切断など

ﾌ清報
LC→CS

応答（アンサ）清報
CSからの制御情報（コマンドあるいはオーダ情報）によって動作した結

ﾊを知らせる惰報 LC→CS

保　　守　　情　　報
LC側の各装置の現用・予備切換表示，同期外れ，その他障害表示を行

､情報 LC→CS

LC　制御情報 CSからしCに対する制御情報 CS柚LC

表3．6　各装置問の信号（3）局問信号

信　号　名　称 機　　　　　能　　　　　概　　　　　要 信号の向き

ア　ド　レス信号
中継接続および着加入者への接続に必要な情報・閉域サービスなどの付

ﾁ情報を含む情報
発側→着側

応　　答　　信　　号
着呼完了（応答完了）および通信料一括課金サービスなどの付加情報を含

ﾞ建白
着側→発側

接続不可信号 中継線ビジー，被呼端末ビジーなど接続不可の原因を示す情報 着側→発側

切　　断　　儒　　号 切断・切断確認を示す信号 海商→着側

回線監視信号 回線の閉塞あるいは閉塞解除を要求する信号

回線試験信号 隣接局間回線の試験で使用

ファシリティ

o録・解除要求信号
閉域サービスなどの不可サービスの登録・解除を要求する信号 発側→着側

ファシリティ

o録・解除応答信号
登録および解除要求が晶晶局において，正常であることを示す 着側→発側

ファシリティ

o録・解除不可信号

登録および解除要求が，着側局において，受信不可およびその原因を示

ｷ信号
着側→発側

3．7端末インタフェース

　端末インタフェースとは，網と端末装置との境界条件をいい，実際には端末装置（DTE）と宅

内回線終端装置（DSU：Digita1　Service　Unit）間の接続条件のことである。インタフェース条件

には，電気的条件，論理的条件，物理的条件の3つの条件があり，これらのうち！つでも異なる

と端末間の相互接続はできなくなる。

　電気的条件とは，DSU　一　DTE間の電気的接続条件を示すもので，この条件の異なるインタ

フェース回路に接続するとDSU，　DTEの互いの回路を破損することがあるので注意が必要であ
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る。

　論理的条件とは，DSU－DTE問の信号の送受に関する条件である。しかし，ここでいう理論的

条件は，交換接続を行うのに必要な網制御信号をDTEと網との間で送受することについて示し

ているだけであり，端末闘相互のデータの送受については示されていない。

　物理的条件とは，電気的条件で指定された各信号が，どういうコネクタの，どの位置に配置す

るかを指定するものである。コネクタ形状，ピン収容などを問違えると，電気的条件に合わなく

なり，動作しなくなるばかりでなく，回路が破損してしまうことがあるので注意が必要である。

物理的条件では，コネクタ形状，ピン数，ピンの位置しか規定していないが，接続するケーブル

にも注意を払う必要がある（ストレート接続のケーブル，クロス接続のケーブルがあるので注意

を要する）。

　表3．1でも示したように，端末には，調歩同期（非同期）端末と同期端末とがあるが，詳細は次

の機会のインタフェース条件で説明する。

3．8宅内回線終端装置（DSU　Digita1　Service　Unit）

　宅内回線終端装置は，端末装置（DTE：Data　Terminal　Equipment）と加入者線との問に置くN’IT

直営の回線終端装置（DCE：Data　Circuit－termiRating　Equipment）で，加入者の宅内に装置する

装置である。DSUとDTEのインタフェースにはCCITTの勧告によるXシリーズインタフェース

と，Vシリーズインタフェースがある。　Xシリーズインタフェースが回線交換網の標準となって

いるので，このインタフェースをもつDTEはDSUに直結できるが，　Vシリーズインタフェース

のDTEでは，　NCU（NetWork　Control　Unit：網制御装置）と組み合わせて使わなければならない。

表3．7に，回線交換サービスのインタフェース条件を示す。

　DSUには，（1）送信機態，（2）受信機能，（3）その他の制御機能の3つの機能がある。

G）送信機能

　送信機態とは，端末装置からの信号を受けて加入者線のインタフェース条件に合わせて送信す

る機能である。端末とのインタフェースが調歩式の場合は，同期をとるためにベアラ速度の6／

8倍の速度で多点サンプリングする。端末とのインタフェースが同期式の場合は，データ信号を

同じ速度でサンフ．リングし，データとして取り込む。

（2）受信機能

　受信機能とは，加入者線からの信号を受信し，データ信号と制御信号とに分け，端末装置に送

る機能である。同期式の端末の場合は，データ信号から抽出したクロック信号も端末に送る。

（3）その他の制御機能

　加入者線上において，瞬断など何らかの障害により同期ずれが発生した場合，ある時間，切断



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最新のデータ伝送技術の動向　95

表3．7　回線交換サービスのインタフェース条件

区　　　　分 ん㍉　　目
インタフェース条件

iCC王TT勧告）
接　　　続　　　形　　　式

調歩式Xシリーズ 200bit／s

@300

P，200

X，20

X．20，X。21

@　1

DSU同期式Xシリーズ DTE
2，400bl之／s

S，800

X，600

S8，000

X21

i

調歩式Vシリーズ
X．20bls，　X．21bls

200bit／s

@300

k200

X．20bls
　　　　　　　　DSU
d　　　　　・

i
同期式Vシリーズ

NCU
2，400bl宅／s

S，800

X，600

S8，000

X．21bls

　　　i

@　　｝＊　　　　　・
@　　し………一†　　　　　　　　　（V．24）

@　これは，DTεが自動発信機能をもつと＊　　き（V，24200）必要

や発呼などを表す制御ビッi・（Sビット）を保護し，誤切断や誤発呼などを防止する機能がある。

また，障害時の障害切分け用として折返し試験機能をも有する。

3．　9綱制御装置（NCU：NetWork　Control　Unit）

　網制御装置とは，発呼，ダイヤル信号送出，復旧などの回線交換網の制御を行う装置で，表2．7

の接続形式の中で図のような接続を行う。NCUのもつ動作モードには，①手動発信，自動着信，

②自動発信，自動着信の2つのモードがある。
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